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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第１四半期連結
累計期間

第57期
第１四半期連結
累計期間

第56期

会計期間
自平成29年１月１日
至平成29年３月31日

自平成30年１月１日
至平成30年３月31日

自平成29年１月１日
至平成29年12月31日

売上高 （千円） 9,019,809 8,867,824 31,948,962

経常利益 （千円） 840,539 749,655 1,891,388

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 512,547 438,979 1,305,952

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 555,432 479,538 1,364,899

純資産額 （千円） 12,106,351 13,244,242 12,852,166

総資産額 （千円） 28,906,853 31,206,066 29,925,507

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 468.79 401.52 1,194.47

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.2 37.0 37.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．平成29年７月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株とする株式併合を実施しております。１株当た

り四半期（当期）純利益金額は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しており

ます。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間の当社グループの業績につきましては、当社の設備事業セグメントにおいて売上高が

減少しましたが、建設事業セグメントにおいて複数の大型工事の完成があった影響等から売上高はほぼ横這いとな

り、前年同期比1.7％減の8,867,824千円となりました。

利益につきましては、売上高の減少に加えて、前年同期に建設事業セグメントで収益性の高い工事の完成があっ

た影響等により、営業利益は前年同期比10.7％減の751,330千円、経常利益は前年同期比10.8％減の749,655千円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比14.4％減の438,979千円となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

 

＜建設事業＞

建設事業セグメントに関しましては、複数の大型工事の完成に伴い、売上高は前年同期比6.4％増の3,550,607千

円となりましたが、前年同期に収益性の高い物件の完成があった影響から、営業利益は前年同期比8.4％減の

360,859千円となりました。

 

＜設備事業＞

設備事業セグメントに関しましては、前期末の繰越工事高の多くは工事期間が長期の物件であり着手して間もな

いことから、売上高は前年同期比36.7％減の851,973千円、営業利益は前年同期比56.3％減の50,445千円となりま

した。

 

＜住宅事業＞

住宅事業セグメントに関しましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において、販売用土地の売

却が前年同期と比較して増加した影響から、売上高は前年同期比3.7％増の3,905,387千円となりましたが、販売用

土地の収益率は低いことから営業利益は前年同期比16.3％減の148,446千円となりました。

 

＜不動産賃貸事業＞

不動産賃貸事業セグメントに関しましては、連結子会社である株式会社リブライフにおいて、前年同期と比較し

て仲介手数料売上が減少した影響等から、売上高は前年同期比2.2％減の392,873千円となりましたが、前年同期に

不動産収益物件の大規模修繕工事による原価が発生していたことから、営業利益は前年同期比34.9％増の133,022

千円となりました。

 

＜その他事業＞

その他事業セグメントに関しましては、売上高はほぼ横這いで推移し前年同期比1.2％減の166,982千円となりま

した。営業利益につきましては、当社の太陽光発電施設の減価償却費の減少等により、前年同期比5.3％増の

55,982千円となりました。
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(2) 財政状態の分析

① 資産

当第１四半期連結会計期間末の資産合計に関しましては、工事完成物件の増加に伴い受取手形・完成工事未

収入金等が増加したこと等により、31,206,066千円（前連結会計年度末は29,925,507千円）となりました。

 

② 負債

当第１四半期連結会計期間末の負債合計に関しましては、工事代金の支払により短期借入金が増加した影響

等から、17,961,824千円（前連結会計年度末は17,073,340千円）となりました。

 

③ 純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産に関しましては、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余

金の増加等により、13,244,242千円（前連結会計年度末は12,852,166千円）となりました。

 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

(5) 従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

 

(7) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動はありません。また、新たに確定した重要な設備

の新設、除却等の計画はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,153,263 1,153,263

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は100株であ

ります。

計 1,153,263 1,153,263 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年１月１日～
平成30年３月31日

－ 1,153,263 － 764,815 － 705,825

 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 59,900 －
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,092,000 10,920 同上

単元未満株式 普通株式 1,363 － －

発行済株式総数 1,153,263 － －

総株主の議決権 － 10,920 －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。
また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年３月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

美樹工業株式会社
兵庫県姫路市東延
末二丁目50番地

59,900 － 59,900 5.19

計 － 59,900 － 59,900 5.19

 

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年１月１日から

平成30年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年１月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,530,008 1,659,245

受取手形・完成工事未収入金等 ※２ 4,456,723 ※２ 6,172,824

たな卸資産 5,319,702 4,383,590

預け金 124,091 245,556

繰延税金資産 129,438 128,577

その他 448,811 899,583

貸倒引当金 △3,081 △4,462

流動資産合計 12,005,694 13,484,914

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 5,187,892 5,113,689

機械・運搬具（純額） 1,011,193 979,511

工具器具・備品（純額） 727,518 721,615

土地 9,250,490 9,225,348

リース資産（純額） 185,313 153,662

建設仮勘定 31,393 24,083

有形固定資産合計 16,393,801 16,217,911

無形固定資産   

のれん 120,000 110,000

その他 58,610 52,968

無形固定資産合計 178,610 162,968

投資その他の資産   

投資有価証券 588,576 581,066

繰延税金資産 259,921 262,839

その他 548,291 545,556

貸倒引当金 △49,388 △49,189

投資その他の資産合計 1,347,401 1,340,272

固定資産合計 17,919,812 17,721,151

資産合計 29,925,507 31,206,066
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 2,112,007 1,956,259

短期借入金 3,700,000 5,880,000

1年内返済予定の長期借入金 1,570,716 979,016

リース債務 124,869 115,758

未払法人税等 99,155 168,695

未成工事受入金 2,710,503 2,246,312

賞与引当金 126,363 269,914

役員賞与引当金 25,400 6,750

完成工事補償引当金 137,767 152,042

工事損失引当金 40,000 50,000

資産除去債務 40,000 40,000

その他 754,893 761,960

流動負債合計 11,441,677 12,626,708

固定負債   

社債 300,000 300,000

長期借入金 4,015,878 3,758,624

リース債務 106,065 78,338

退職給付に係る負債 454,732 460,835

役員退職慰労引当金 95,405 77,511

資産除去債務 252,906 250,901

その他 406,675 408,904

固定負債合計 5,631,663 5,335,115

負債合計 17,073,340 17,961,824

純資産の部   

株主資本   

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 9,778,391 10,129,908

自己株式 △109,912 △109,912

株主資本合計 11,139,119 11,490,635

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 79,092 69,740

退職給付に係る調整累計額 △5,526 △5,194

その他の包括利益累計額合計 73,566 64,545

非支配株主持分 1,639,480 1,689,061

純資産合計 12,852,166 13,244,242

負債純資産合計 29,925,507 31,206,066
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日
　至　平成30年３月31日)

売上高 9,019,809 8,867,824

売上原価 6,904,079 6,911,048

売上総利益 2,115,729 1,956,775

販売費及び一般管理費 1,274,235 1,205,445

営業利益 841,494 751,330

営業外収益   

受取利息 2,742 2,642

受取配当金 766 619

持分法による投資利益 17,463 5,316

その他 4,660 3,876

営業外収益合計 25,631 12,455

営業外費用   

支払利息 10,780 11,269

社債利息 101 82

シンジケートローン手数料 3,000 －

貸倒引当金繰入額 4,205 －

その他 8,499 2,778

営業外費用合計 26,586 14,129

経常利益 840,539 749,655

特別利益   

固定資産売却益 － 2,809

特別利益合計 － 2,809

特別損失   

固定資産除却損 7,536 28,120

特別損失合計 7,536 28,120

税金等調整前四半期純利益 833,003 724,345

法人税等 264,755 235,786

四半期純利益 568,247 488,559

非支配株主に帰属する四半期純利益 55,700 49,580

親会社株主に帰属する四半期純利益 512,547 438,979
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日
　至　平成30年３月31日)

四半期純利益 568,247 488,559

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △11,974 △9,352

退職給付に係る調整額 △840 331

その他の包括利益合計 △12,815 △9,020

四半期包括利益 555,432 479,538

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 499,731 429,958

非支配株主に係る四半期包括利益 55,700 49,580
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

下記の債務に対して、保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成29年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年３月31日）

ユニット住宅購入者が

利用する住宅ローン
1,028,130千円 550,790千円

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年３月31日）

受取手形 5,109千円 110千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年１月１日
至　平成30年３月31日）

減価償却費 168,601千円 151,663千円

のれんの償却額 10,000 10,000

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年１月１日　至平成29年３月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年３月28日
定時株主総会

普通株式 87,468 8.0 平成28年12月31日 平成29年３月29日 利益剰余金

（注）平成29年７月27日取締役会決議に基づく１株当たり配当額については、基準日が平成29年６月30日である

ため、平成29年７月１日付の株式併合は加味しておりません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年１月１日　至平成30年３月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年３月28日
定時株主総会

普通株式 87,462 80.0 平成29年12月31日 平成30年３月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年１月１日 至平成29年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位 ： 千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 建設 設備 住宅 不動産賃貸 計

売上高          

(1）外部顧客への

売上高
3,338,215 1,344,880 3,766,042 401,723 8,850,861 168,948 9,019,809 - 9,019,809

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

23 99,325 2,008 2,605 103,962 - 103,962 △103,962 -

計 3,338,238 1,444,206 3,768,050 404,328 8,954,823 168,948 9,123,771 △103,962 9,019,809

セグメント利益 393,769 115,350 177,320 98,636 785,077 53,160 838,238 3,255 841,494

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理店業、飲食事

業、太陽光発電事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年１月１日 至平成30年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位 ： 千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 建設 設備 住宅 不動産賃貸 計

売上高          

(1）外部顧客への

売上高
3,550,607 851,973 3,905,387 392,873 8,700,841 166,982 8,867,824 － 8,867,824

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

187 104,469 1,755 2,910 109,322 － 109,322 △109,322 －

計 3,550,794 956,442 3,907,143 395,783 8,810,164 166,982 8,977,147 △109,322 8,867,824

セグメント利益 360,859 50,445 148,446 133,022 692,774 55,982 748,756 2,573 751,330

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理店業、飲食事

業、太陽光発電事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年１月１日
至　平成30年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 468円79銭 401円52銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
512,547 438,979

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
512,547 438,979

普通株式の期中平均株式数（株） 1,093,351 1,093,285

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年７月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しておりま

す。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しており

ます。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年５月14日

美樹工業株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 新田　泰生　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 池上　由香　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美樹工業株式会

社の平成30年１月１日から平成30年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年１月１日から平成

30年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年１月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美樹工業株式会社及び連結子会社の平成30年３月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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